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「お気に入りのテクニカル指標を表示させる」

ＪＰ法株価分析システムの「分析チャート」には、気に入ったテクニカル指標を銘柄を
変更しても表示し続ける「指標初期設定」という機能が備わっています。

通常、「分析チャート」は下記のように上段にローソク足、１３移動平均、２６移動平
均、下段に出来高という表示です。

この表示が基本となります。

では、上段にローソク足、５日移動平均線、２５日移動平均線、７５日移動平均線を表
示させ、下段に、ＭＡＣＤを表示させたい場合はどうすればいいのでしょうか？

１つの方法は、

「機能」－「再描画」をクリックし、上段にローソク足、下段に出来高を表示させます。
※移動平均線が消えます。

そして「機能」－「指標」から「４３．移動平均線」で５日、２５日、７５日を１つず
つ表示させ、続けて「７３．ＭＡＣＤ」を表示させます。

そうすると次ページのようになります。
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この画面から、９９８４ソフトバンクを表示させると、
※指標一覧の画面は閉じてはいけません。

このようになってしまいます。上段は、ローソク足と１３日、２６日の移動平均線、
下段は、ＭＡＣＤです。

これは、表示銘柄が変更されると一旦、基本の表示となり、そして指標でＭＡＣＤが選
択されているので、下段にＭＡＣＤが表示される、となります。

ここから、移動平均線を３本表示させるとなると面倒です。

この手間を一気に省いた機能が「指標初期設定」です。



- 3 -

■指標初期設定の登録方法

上段にローソク足、５日移動平均線、２５日移動平均線、７５日移動平均線を表示
下段に、ＭＡＣＤを表示させたい場合

自分が気に入ったテクニカル指標を表示させるには、まず指標初期設定シートにそれら
指標を登録する必要があります。

「機能」－「指標初期設定」－「シート設定」をクリックします。

指標初期設定シートは、１番から９９９９番まであります。

今回は、例として８番に登録します。

「８」と入力し、「ＯＫ」をクリックします。

下記のように登録画面（指標初期設定画面）が表示されます。

ここにある指標を右側へ登録していきます。

まずは､上段から。

ローソク足を登録します。
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「６９．権利落ち修正済みローソク足」をダブルクリックします。

下記の画面となります。
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「目盛表示」のみにチェックを入れ、「登録」をクリックします。

右側に登録されました。
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ローソク足はもう表示しませんので、「閉じる」をクリックします。

次は、「４３．移動平均線」をダブルクリックします。
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下記のように設定します。

ここをダブルクリックします。色選択の画面が表示されますので、表示させたい色を
クリックし、ＯＫをクリックします。
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このようになりました。続けて登録をクリックします。

「４３．移動平均線」が登録されました。 周期は「５」

次は、２５日移動平均線です。
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周期に「２５」と入力し、色を変更する場合は前述の手順です。そして「登録」をクリ
ック

４３．移動平均線 ２５日が登録されました。
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同様の手順で７５日移動平均線も登録します。

移動平均線はもう表示しませんので、「指標周期設定画面」は閉じます。

続けて、下段の表示です。

７３．ＭＡＣＤをダブルクリックします。
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下記のように設定して「登録」をクリックします。「目盛表示」のみチェック

※ＭＡＣＤのように一度に複数の指標ラインが表示されるものについては、色を変更す
る事は出来ません。一本の表示の場合のみ、色変更が可能です。

７３．ＭＡＣＤが登録されました。
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ＭＡＣＤの設定画面を閉じます。

ここまでで、表示させたい指標は終わりましたので８番シートを保存します。

必要に応じて、コメントを書いて「保存」をクリックします。

今回は、８番シートに保存しますので、このままＯＫをクリックします。

ここまでの作業で８番シートに保存されました。

次は、表示してみましょう。

■登録したシートの表示方法

ここにある「８」をクリックします。
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下記のように表示されます。

銘柄を変更してみましょう。７９７４任天堂

このように銘柄を変更しても、登録した指標が
表示されます。
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■０～９の表示について

０は、基本表示です。（ローソク足、１３移動平均線、２６移動平均線、出来高）

１から９については、ボタンをクリックするだけで色々登録したテクニカル指標群を切
り替えて表示出来ます。

１０番以降、９９９９番までについて表示する場合は、

ここの数字をダブルクリックします。

下記の画面表示となります。今回は１００番シートを表示させます。
※あらかじめ１００番シートを作っておく必要があります。。

ここが１００となります。

続けて「読込」をクリックします。
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１００番シートに登録してあるテクニカル指標群が表示されました。

表示を違うシートに切り替える場合は、この手順の他に

「機能」－「指標初期設定」－「表示設定」をクリック



- 16 -

今度は９９９番を表示します。

９９９と表示されます。続けて「読込」をクリックします。

９９９番のシートが表示されました。

今回解説した登録方法を覚えると、色々なテクニカル指標の組み合わせが簡単に表示で
き、チャート分析がやりやすくなると思います。
今回解説した手順は初歩です。「指標初期設定」については、ホームページの
「勉強会の資料」でも解説してありますで、ご覧下さい。

指標初期設定の使い方（分析チャート）
http://www.neuralnet.co.jp/user/benkyou.html


